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2009 年度には ICU が開設となった。しかし、ICU のベッド数は限
りがあり、一般病棟でも人工呼吸器を装着中の患者が存在し、幅広
い呼吸ケアが必要な現状がある。そのため、呼吸ケアの標準化と質








































更・指導である。チーム発足後から 2013 年 3 月までのラウンド件
































参加人数は延べ 145 名で、内訳は看護師 133 名、医師 2 名、薬剤師
3 名、検査技師 3 名、事務部 2 名であった。研修は、講義 30 分とグルー
プワーク 30 分で構成した。本シリーズ研修全体の評価として、内
容の理解は、「理解できた」・「やや理解できた」が 95.3％、今後に
役に立つかについては、「役立つ」・「まあまあ役立つ」が 94.7％であっ
た。大きな災害救護研修ではなく、1 時間という短い研修を複数回
行ったが、興味があってもなかなか外部の災害救護研修に参加でき
ない職員や、救護研修を受けてからある程度時間が経過した職員に
とっても、良い学びの場となり振り返りの場となった。しかし、医
師や主事になりうる対象の参加が少なく今後の課題である。災害救
護について適宜振り返ることで、赤十字職員としての災害救護の心
身の準備を整えていく機会になると思われ、本シリーズ研修を今後
も継続させていきたいと考えている。
